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本資料記載項目

（１）これまでのISS利用の実績と成果の振り返り

（２）ポストISSにおいて想定される国による利用分野

◼ 人材育成

◼ 国際宇宙協力・外交

◼ 技術開発・実証

（３）まとめ
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（１）これまでのISS利用の実績と成果の振り返り

(1)

国際宇宙探査で

必要となる技術実証

ISS計画への参加により、

アルテミス計画や将来の低軌道活動において、

日本が重要な役割を担い先導するために不可欠な高度
技術やノウハウを獲得、また、アルテミス計画参画を実現

◆ 今後、宇宙実験等の遠隔化・自動化・自律化や高効

率の環境制御・生命維持システム等の深宇宙探査に

不可欠な技術の獲得が見込まれる。

（ISSは、今後の国際宇宙探査への貢献が可能。

(2)

宇宙環境利用を通じた
知の創造

優位性の高い独自の宇宙環境利用技術により、

「健康長寿の延伸」「革新的材料創出」等の
国の課題解決に繋がる成果を創出、

また、「知の創造」に繋がる様々な科学的知見を獲得

◆ 独自の利用技術のプラットフォーム化・民間移管・事業

化の推進により、更なる成果創出、民間による利用者

開拓や効率化等による需要拡大が見込まれる。

（JAXAは、より高度な利用技術開発に注力）

(3)

新たなビジネス・

サービスの創出

他極に先駆けた有償利用制度の導入、
技術支援、事業移管、事業共創活動等により、

「きぼう」という低軌道活動の場を提供、

多くの民間企業の参入を実現

◆ 自社事業に寄与する利用、非宇宙業界も含めた企

業のアイデアと自己資金による多様な利用・事業化

が進展し、ISSは、今後も高い利用価値と利用の増

加が見込まれる。

(4)

宇宙活動を支える

人材基盤の強化

宇宙飛行士や宇宙開発技術者の育成、若手研究者・
大学生等の能力構築、青少年への科学技術等への

興味や関心の喚起・教育にも大きく貢献し、

人材育成の好循環の形成

◆ 今後も、多様な分野の人材の参加を促進しつつ、将来

を担う飛行士、技術者等の育成・実践の場として、また、

青少年育成にも貢献することが見込まれる。

ISS国際パートナーとしての貢献、日米共同実験、アジ
ア諸国・新興国に対する日本を通じた低軌道活動への

参加機会の提供等により、

日本の国際プレゼンス向上、各国との関係強化に貢献

◆ 地球低軌道は、民間参入やISS参加国以外の活動

も活発化。将来の民間主体の国際連携も見据え、

ISSの国際宇宙協力で築いた資産を発展させることで、

国際プレゼンス更なる向上・関係強化が期待される。

(5)

国際宇宙協力の

強化

第44回、46回ISS・国際宇宙探査小委員会
資料44-2、46-2から要点を抜粋・再構成

今後のISSで期待される成果・貢献等ISSでこれまでに獲得した成果

◼ ISS計画への参加から、宇宙基本計画に記載されている5つの分野で、将来の活動に寄与する様々な成果を獲得し、
ISSは、引き続き高い利用価値が見込まれている。

宇宙基本計画記載項目
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（２）ポストISSにおいて想定される国の利用分野

◼ 人材育成

◼ 国際宇宙協力・外交

◼ 技術開発・実証（国際宇宙探査等）

※文部科学省資料（資料48-1-2）

P.9 地球低軌道利用ニーズ に記載された

官が利用者となる赤点線枠部分に関する説明
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（２）ー１ 人材育成

ISS計画への参加により築いた人材育成の好循環

第46回ISS・国際宇宙探査小委員 資料44-2から抜粋・再掲

宇宙活動を支える人材

より広い範囲での人材育成のイメージ

➢ ISSは、研究者・技術者、若手人材のチャレンジ・成長の機会を拡大。国際宇宙探査は新たな人材育成の場と想定さ

れる一方、低軌道は世界各国の参加が拡大しつつあり、持続的かつ幅広い人材育成の場となる。

➢ 我が国の低軌道活動が縮小する場合、若手人材や青少年の関心喚起や知識・経験の継承機会も減少し、新興国

や他産業分野も含めた人材の育成の好循環が損なわれる。

◼ ポストISSでの多様な活動需要は、宇宙分野も含めた人材の多様化と流動化を促進し、「より広い範囲の人材

育成の好循環」が形成され、我が国の産業界・教育界等に広く波及する可能性がある。

⇒低軌道活動を通じた人材育成は、宇宙分野以外も含む我が国の人材育成の基盤として、ポストISSでも、
維持・発展させていくことが重要。

ポストISSで
多様化・流動化
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国際宇宙探査への貢献を通じた

国際パートナーとしてのプレゼンスの発揮

インパクトは大きい一方で低頻度・短期間が想定される

新興国等への支援を通じた

低軌道活動の強みを活かした国際プレゼンスの発揮

新興国の低軌道活動へ進出意欲の高まりにより、

新興国からの協力要請・期待が高まると想定される

日米協力を基軸とした

低軌道での国際プレゼンスの発揮

米国は、民間パートナー、国際パートナーと協力し、ISS後も
低軌道における米国のプレゼンスを確保することを重視

※１

※２

（２）ー２ 国際宇宙協力・外交

ISS計画への参加により進めてきた国際宇宙協力 ポストISS時代における国際プレゼンス発揮の形

◼ ポストISSでも、引き続き、国による活動の機会を活用し、日米連携（※１）、ISSで培った技術やサービスによ

る新興国等への支援（※２）など、プレゼンスの維持・向上、他国との関係強化を図ることが重要。

第46回ISS・国際宇宙探査小委員 資料46-2から抜粋・再掲

➢ 国際宇宙探査への参加による国際宇宙協力推進・国際プレゼンス発揮は見込まれるが、頻度や期間の観点から希少な

機会となる。他方、有人低軌道活動は頻度も高く、ISSでの実績から高いプレゼンス発揮が見込まれる。

➢ 中国が独自の低軌道ステーションを建設中（国連等を通じた他国への利用機会提供も推進）で、ロシア、インドも独自のス

テーション構想を有しており、ISS後に、日本の低軌道でのプレゼンスの空白を生まないことが極めて重要。

➢ ISSを通じた国際協力、新興国支援は、首脳会談等で言及・謝意表明されるなど、重要性が増している。
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（２）ー３ 技術開発・実証

（Ａ）国際宇宙探査に必要な技術の実証（P8参照）

◼ 2040年代の探査活動を想定した際に、我が国として獲得すべき技術について、ポストISSの
活動の場での実証を行う。

（Ｂ）国の研究（知の創造・社会課題解決）を推進するために必要な技術の発展・高度化

＜次回小委員会にて説明＞

（Ｃ）民間主体の宇宙活動を支える先進的・基盤的の技術の獲得（P9参照）

◼ ポストISSの活動において、日本企業が主要な役割を担い、持続的に成長できる形を実現
するため、国の技術的支援としての研究開発を行う。

◼ 想定される民間活動のニーズを踏まえ、国として新たに獲得を目指すべき技術
➢ 宇宙旅行 有人宇宙船技術、有人ロケット技術

➢ 宇宙製造 宇宙製造技術、自動化技術、物資回収技術

➢ 宇宙ラボ クルー支援ロボット技術 等

参考 2040年代の地球低軌道活動の姿： （第45～47回小委員会での議論より）

我が国の産学官が自在かつ持続的に宇宙環境利用を行い、有人宇宙滞在の場としても
多様な宇宙活動の進展が図られていることを目指す。

◼ 2040年代の地球低軌道活動を想定した場合に、下記の３つの技術獲得のため、
ポストISSにおいても地球低軌道における持続的な技術獲得活動（技術実証等）の場が必要。
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（２）ー３ 技術開発・実証 （Ａ）国際宇宙探査に必要な技術の実証

◼ ISS計画への参加により進めてきた「有人宇宙技術」の獲得は、地球低軌道は、将来の国際宇宙探査活動や地球

低軌道活動で必要となる技術の実証、また、技術の成熟・更なる高度化を図るために重要な活動の場。
（我が国の有人宇宙活動の持続性・自律性の確保、国際競争力の維持・向上の観点）

⇒ ポストISSでも、地球からのアクセスがよく、低コスト・高頻度で効果的な技術実証を自由に行うことができる地球

低軌道活動（技術実証）の場を国として確保し続けることは、非常に重要

第46回ISS・国際宇宙探査小委員
資料46-2から抜粋・一部更新

ポストISSで引き続き取り組む技術
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◼ 図の４つの分野（※）の各技術の獲得は、将来の

探査活動や低軌道活動で活用が想定されるアセット
（深宇宙補給船、有人ローバー、有人宇宙船等）の実現に繋がる。

※輸送技術、有人宇宙滞在技術、搭乗員関連技術、運

用利用技術

◼ 識別した各技術は、日本や他国の動向等も踏まえ、

以下の観点から、ISSおよびポストISSにおいて、継

続的に、技術の獲得・成熟・高度化等に取り組んで
いくことが重要。

(P10参考１、P11参考２、P13参考３参照)

➢ 我が国の優位性の維持・向上
➢ 自律性確保

➢ 新たな強みの確保



ポストISSのニーズを踏まえ

獲得が期待される技術

◼事業主体となる

民間企業と連携

◼必要に応じ、

ISSで獲得した技術

やノウハウの提供など

の技術協力

民を支える官の新たな

取り組みとして官民連携で

実施していくべきもの

官のノウハウ等を活用しつ

つ民主体で取り組んでいく

べきもの

（２）ー３ 技術開発・実証 （Ｃ）民間主体宇宙活動を支える先進的・基盤的技術の獲得

9P10 参考１ 参照

◼ 図に示すように、ポストISSで想定される民間主体の活動におけるニーズを踏まえ、必要と想定されるアセットから、そ

の実現に必要となる技術を整理し分類。それに応じて、官は、各技術の獲得において民を支援する。

➢ 民を支える官の新たな取り組みとして官民連携で取り組むべきもの

➢ 官のノウハウ等の資産を最大限活用し民主体で取り組んでいくべきもの



参考１ 我が国の有人宇宙活動に関する技術獲得の状況

自立的な

軌道上有人活動
（低軌道、GW等）

に必要な技術

自立的な

月面有人活動

に必要な技術

民を支える官の新たな

取り組みとして官民連携

で実施していくべきもの

（P9参照）

10

第44回ISS・国際宇宙探査小委員会
資料44-2から抜粋・更新



参考２ 技術獲得に関する考え方 獲得・維持する技術の位置づけ
① ：現状、他国に対して優位。今後も強みとして維持していくべきもの。
②-1  ：現状、他国に対して出遅れ。自律性確保のために獲得を目指すべきもの。
②-2  ：現状、他国に対して出遅れ。日本の得意分野であり優位性を確保し得るもの。
③ ：現状、他国も国も実現していないもの。先行獲得で強みとなり得るもの。
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※ 低軌道での実証が必要な理由
A：探査活動に向けた技術の実証・成熟のため
B：低軌道活動に向けた技術の実証・成熟のため



参考３ 各国の技術獲得状況の比較
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参考４ 将来の国際宇宙探査に向けた低軌道技術獲得ロードマップ
第38回ISS国際宇宙探査小委資料
（資料38-3-1）のスライドを抜粋

（1）国際宇宙探査で必要とされる技術の低軌道における技術実証
国際宇宙探査に必要な技術を低軌道で先行的にISSにて技術実証を行うことにより、探査におけ
る４つの重要技術の獲得につなげる。以下に技術実証のロードマップ（概要）を示す。
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参考４ 将来の低軌道活動に向けた低軌道技術獲得ロードマップ

将来地球低軌道に向けた４つの重要技術

将来LEOに向けた技術ロードマップでは、民間事業者からの期待が高く地球低軌道の利用拡大に資する有人飛行に繋がる

技術や探査にも関係するECLSS技術などを中心に４つの重要技術の獲得を目指す。なお、技術の獲得にあたっては民間技

術の積極的な活用や民間リソースを活用しつつ進める。

第38回ISS国際宇宙探査小委資料
（資料38-3-1）のスライドを抜粋
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（３）まとめ

15



（３）まとめ

◼ ISSでは、宇宙基本計画に従い、各種成果を上げてきており、アルテミ
ス計画のために不可欠な宇宙環境利用の場としての高い利用価値が
引き続き見込まれる。

◼ ポストISSでも、地球低軌道は、以下に示す観点で引き続き重要であ
り、国として必要な低軌道有人宇宙活動を推進していくべきである。

◼人材育成

◼国際宇宙協力・外交

◼技術開発・実証

（その他の活動の観点については、次回以降の小委員会にてご提示）
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